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グッドスピードの残念

X 線は，1895 年にレントゲンに

よって発見されたことになっていま

す．しかし，その 5 年も前に，実は

発見されていた……いや，発見され

損ねていたのです 1, 2）．

1890 年，米国ペンシルバニア大

学で物理学を研究するグッドスピー
ド（Arthur Goodspeed，1860-

1943）（図 1）は，写真家のジェニング
ス（William Nicholson Jennings， 

1860-1940）とともに，放電現象の研

究をしていました．ジェニングスは写

真家で科学者ではありませんでしたが，世界で初めて稲妻の撮影に成功する

など，自然現象の撮影に興味をもっていました．そこで，電気放電を研究す

るグッドスピードのもとで共同研究をしていたのです．

彼らは，電極の間に写真乾板をおいていろいろな放電現象を画像にとらえ

る実験を繰り返していました．1890 年 2 月 20 日の夜，二人は実験を終え

た後，撮影済みの乾板，未使用の乾板をすべて重ねて片付けました．その後，

（文献 1 より）
図 1 グッドスピード（1860-1943）
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グッドスピードは実験室にあるクルックス管（陰極線管）をジェニングスに

見せることを思いつき，ジェニングスを呼び止めました．ジェニングスは，

帰りの市電の電車賃の硬貨を乾板の上に載せ＊，グッドスピードはクルック

ス管に通電して，しばしその放電現象について説明しました．
＊ この硬貨は，電車賃ではなく，放電実験につかった硬貨だったという説もありま

す．

ジェニングスは自分のスタジオに乾板を持ち帰りましたが，何枚撮影した

かよく憶えていなかったため，とりあえずすべて現像してみました．すると，

そのうち未使用の何枚かがかぶっていた，つまり感光していたのです．おま

けに，説明のつかない円形の像が写りこんだものもありました（図 2）．ジェ

ニングスはこのことをグッドスピードに報告しましたが，彼にも原因はわか

りませんでした．ことの真相は，グッドスピードがジェニングスにクルック

ス管の説明をする間，クルックス管から放出されていた X 線が傍らの乾板

を感光して，その上にあった硬貨が撮影されていたのでした．レントゲンの

1890 年，レントゲンによる X線発見の 5年前，未
使用の乾板が感光していた．2つのまるい陰影は乾板
の上に置かれていた硬貨．（文献 1 より）

図 2　硬貨の影がうつっていた乾板
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X 線発見も，陰極線管が遮蔽されているにもかかわらず蛍光板を発光させた

ことに気づいたことに端を発していますから，まったく同じ現象です．

1896 年 1 月，レントゲンによる X 線発見のニュースがアメリカに伝わる

と，グッドスピードはピンときました．そしてジェニングスに，過去に被覆

した乾板が露光した記録をさがすように指示したのです．几帳面なジェニン

グスは，この時の画像と記録をきちんと残していました．二人は直ちに再現

実験を行い，翌 2 月に学会報告をしています 2）．

クルックス（William Crookes，1832-1919）が，クルックス管を発明

したのは 1879 年，X 線発見の 15 年以上前のことですから，この間，同じ

ような現象を経験した研究者は決して少なくなかったはずです．クルックス

自身も，未使用の乾板が露光しているといって，納入業者にクレームをつけ

ています．実際のところ，レントゲンの報告以降，「X 線の発見者は実はオ
レだ」という話はいくつもありました．その中にあって，グッドスピードら

の経験はきちんと写真として記録されていたという点において最も確実な事

実といえますが，グッドスピードは全くそのような主張はせず，一世一代の

チャンスを逃してしまった……あの時もっと追求していたら「レントゲン線」

ではなく「グッドスピード線」になっていたろうに……と冗談交じりに語っ

ていたということです．

レーナルトの妄執

X 線 の 発 見 者 は 実 は オ レ だ …… の な か で も， レーナルト（Philipp 
Lenard，1862-1947）はしつこさの点で横綱級です 3, 4）．ドイツの物理学

者レーナルトは，あの周波数の単位に名前を残すヘルツの一番弟子で，レン

トゲンと同じく陰極線管の実験をしていました．陰極線管は低圧ガスを封

入したガラス管や真空ガラス管内に陽極，陰極を設けて高電圧をかけると X

線を発生するもので（→ A-2．X 線のタマ，7 頁参照），ヒットルフ管，ガ

イスラー管，クルックス管などいろいろありますが，レーナルト管はクルッ
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クス管の陽極側のガラスに穴をあけ，

薄いアルミ箔を貼ることにより陰極線

を外に取り出せるようにしたもので，

彼はこれを使って陰極線の性質を詳し

く調べました．

レントゲンは陰極線管の実験を通じ

て X 線を発見しましたが，使用した

陰極線管の中にはレーナルト管もあり

ました．レントゲンの論文の冒頭には

「レーナルト管，クルックス管などの陰

極線管……」と書かれていますが，と

りたててそのレーナルトの業績を引用

していません．レーナルトはこれが気に入りませんでした．1901 年にレン

トゲンが第 1 回ノーベル物理学賞を受賞した際もいろいろイチャモンをつ

けます．1905 年にはレーナルト自身も賞を受賞しているのですからそれで

良さそうなものですが，相当しつこい性格のようで生涯にわたってレントゲ

ンを誹謗しつづけます．「私が X 線の生みの親だ．産婆が赤ん坊の母親でな

いのと同じく，レントゲンは X 線の発見者ではない．元になったのはすべ

て私の仕事だ．私がいなければ，レントゲンの名前が今の世に出ることもな

かった」と公言して憚りませんでした．

バリバリのナチ党員，反ユダヤ主義者で，第二次大戦中はヒットラー政権

の御用学者として「ゲルマン科学」を標榜，アインシュタインのアメリカ亡

命の原因ともなった人物です．レントゲンはユダヤ人ではありませんでした

が，レーナルト管を巡る私怨からとことんその業績を排斥し，レントゲンと

アインシュタインの名前が一切登場しない物理学史の教科書を編纂していま

す．陰極線に関する業績は立派なものだったのですが，まさに晩節を穢す妄

言行でした．

（以下，出典の記載のないものは public 
domain）

図 3　レーナルト（1862-1947）
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